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月

ヲ

白

亜

日

協
調
ヤ
セ
巷
憲
二
現
昭
和
十
三
隼
入
月
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回
鋒
待

太
疋
四
年
六
月
二
十
ご
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(
議

論

貨
幣
は
被
覆
な
り
や
i
i
j
i
-
-
・:
j
i
-
-
-
:
j
i
-
-
文
準
博
士
高

日
本
因
民
経
済
の
根
本
性
格
i
l
i
-
-
:
j
i
-
-
-
経
済
皐
博
士
石

統

計

機

関

論

;
:
i
l
i
-
-
i
i
l
i
-
-
-
i
r
i
-
-
-
経
済
皐
博
士
婚

時

論

迎
撃
貿
易
制
(
戸
山
口
一
?
出
官
庁
互
に
就
い
て
--li--F控
室
博
士
谷

研

究

杭
梓
畦
論
一
軒
消
同
学
と
日
本
間
民
主
義
:
・

j
i
-
-
:
:
哩
済
事
士
柴

理
論
経
済
皐
と
の
聞
の
距
離

支
那
経
済
に
於
け
る
銀
の
地
位
:
・
zi--ili--
・
:
経
済
事
士
徳

ワ
ル
ラ
ス
に
於
け
る
動
皐
化
の
問
題
j
i
l
-
-
i
経
済
事
士
青

近
世
絞
油
業
の
生
産
機
構
:
・
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
組
済
皐
土
佐

説

蒐

費
本
及
び
責
本
形
成
理
論
の
二
元
性

j
i
-
-
・
:
:
・
経
済
皐
士
中

ド
マ
ン
ヂ
ヨ
ン
、
村
落
と
田
舎
共
同
瞳
:
・
j
i
-
-
経
済
事
士
宮

附

録

叢

葉

報

外
国
雑
誌
論
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載
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ド
マ
ン
ヂ
ヨ
ン
・
村
落
左
則
合
共
同
樺

第
四
十
七
巻

O 
O 

傍

観

四

ーマ

ン
ヂ
ヨ
ン
・
村
落
と
間
合
共
同
時

'i:1'" 
Bヱョ

ス

本

ヨた

本
一
相
は
現
巳
即
早
大
問
型
地
割
問
中
教
授
と
a
R
R
U
m
E
S酌
O
E
民

が
一
九
三
一
一
一
年
』
ロ

g
E
含
の
合
間
門
戸
旬
F
5
・〕
-hc-Ma-Mド
Hr

kr
コ
ロ
庁
、
〕
ロ
ニ
-oF

】∞∞
ω
誌
上
に
黄
表
せ
る
論
文

dq巴
-
m
w
同

A
M

旬

め

円

g
-
E
E
E吾

Z
E
E
の
大
要
を
紹
介
せ
る
も
の
で
あ
る
。

同
論
文
は
躍
に
楽
落
地
迎
撃
上
の
一
名
論
文
た
る

K
止
ま
ら
十
、

農
村
史
の
立
揚
よ
り
す
る
も
示
唆
に
宮
め
る
も
の
で
あ
る
。

誌
に
国
会
共
同
悼
と
云
ふ
は
居
住
民
と
開
墾
さ
れ
た
地
域
を

持
つ
家
屋
の
集
り
で
あ
っ
て
、

そ
の
人
々
は
隣
保
共
同
的
な
利

後
を
有
し
、
そ
の
た
め
、
兎
も
角
他
の
集
園
の
も
の
よ
り
も
透

か
忙
緊
斡
友
枇
A

宵
・
経
情
的
関
係
を
以
て
結
ば
っ
て
ゐ
る
も
の

を
指
す
。
而
も
歴
史
的
進
化
の
過
程
に
於
て
五
日
人
は
同
合
共
同

偲
に
闘
し
什
端
本
的
危
三

m態
を
認
め
る
こ
と
が
川
来
る
。
第
一



は
原
始
的
一
夜
同
品
目
共
同
悌
(
『

m
w
g
E
E
E
E尽
EE-o
吉
ロ
ユ
ヤ

】
〈
。

で
あ
っ
て
、
農
業
の
あ
ま
り
進
歩
せ
ざ
る
段
階
に
於
て
認

め
ら
れ
る
。
帥
ち

k
地
へ
の
叫
労
働
は
自
ら
の
手
な
る
要
具
の
援

け
に
よ
り
行
は
れ
‘
家
高
は
無
く
、
殆
ど
綿
て
婦
人
の
手
に
よ

っ
て
た
さ
れ
る
。
耕
作
地
は
不
断
に
庭
女
地
の
開
墾
に
よ
っ
て

更
新
さ
れ
、

そ
の
た
め
村
落
の
一
移
動
が
必
然
と
な
り
、

云
は
ピ

永
観
的
の
村
落
が
訟
い
。

第
二
は
組
織
化
村
落
共
同
鵠

t吋

" 

、
4

4

.

、
F

-

A

V

目、

門司ヨヨロロ
E
5
f
-
一
尽
な
コ
窃
。

2
宮
口
阿
国
向
。
}
て
可

」
匡
下
品
訂
d

佳
旦
王
片
比
〉
土
口

J
r
E
t
i
h同
凶

E
J
d
フ
『
&
市

旧
市
生
れ
た
も
の
で
あ
る
。
定
住
的
農
業
と
日
ふ
の
は
常
K
同
一

の
土
地
を
利
用
し
、
山
梨
玄
田
や
鋤
を
使
用
す
る
男
子
に
ょ
っ
で
行

は
れ
る
農
業
で
、

こ
れ
に
伴
っ
て
耕
地
の
細
分
や
共
有
財
産
や

土
地
の
定
期
的
割
替
へ
の
如
き
共
同
的
慣
習
が
生
や
る

Q

第

ば
近
代
的
回
会
共
同
髄
(
『
円
O
B
E
S
E広

2
3
r
両
国
主
理
ロ
⑦
)

で
、
乙
れ
は
本
質
的
に
孤
立
的
友
農
場
に
住
む
耕
作
者
と
交
易

の
中
心
で
あ
り
共
同
関
の
行
政
の
中
心
で
あ
る
村
落
と
か
ら
構

成
さ
れ
て
ゐ
る
。

ζ

れ
は
閤
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
k

及
び
米
合
衆

闘
に
於
て
回
哩
ミ
見
附
さ
れ
る
形
態
で
あ
る
。
然
ら
ば
如
何
友
る

勢
力
、
如
何
な
る
脱
却
が
、

か
L
る
村
落
共
同
開
の
形
態
の
形

ド
マ
シ
ヂ
ヨ
ン
・
村
裕
と
回
舎
共
同
樟

成
と
進
化
と
を
導
き
出
し
た
の
で
あ
ら
う
か
@

ま
づ
原
始
的
田
舎
共
同
惜

(
E
S
E
E
-
E
E芯

2
5一町田己
7

E
Z
Z
)
に
就
き
て
見
工
う
。
乙
の
段
階
に
於
℃
は
農
林
は
素
手

に
て
行
は
れ
、
た
ピ
木
棒
叉
は
木
鋤
を
持
つ
に
過
ぎ
や
、
鋤
も

家
畜
も
使
は
友
か
っ
た
。
農
生
産
は
更
に
更
に
新
し
〈
開
墾
す

る
方
法
に
よ
り
不
断
に
耕
作
地
を
創
定
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
行

は
れ
た
。

に
れ
は
現
在
の
熱
帯
ア
ジ
ヤ
の
未
聞
人
陀
於
て
認
め

ら
れ
る
も
の
で
、
森
林
伐
探
及
焼
棄
の
方
法
が
と
ら
れ
た
。
ジ

ニヱー

ム

]rz
ヨ)
と
稀
せ
ら
れ
る
も
の
も
そ
の
一
例
で
、
ま
づ
小

丘
の
傾
斜
の
一
角
を
選
定
し
、
十
一
一
月
か
ら
突
の
年
の
二
月
に

至
る
寒
冷
期
に
そ
の
一
角
の
樹
々
を
伐
採
し
、

一
一
一
月
の
末
迄
伐

り
倒
せ
る
樹
々
を
放
置
し
、
乾
燥
し
た
上
、
火
を
附
け
、
四
・

五
月
に
至
り
、
そ
の
茨
の
上
に
米
・
粟
を
矯
き
、
二
・
三
岡
そ

の
原
の
草
取
殺
し
た
上
、

七
月
に
は
架
の
牧
穫
を
友
し
、
米
は

八
・
九
月
に
取
り
入
れ
た
。
而
し
で
ジ
ユ
ム
の
地
は
二
年
間
耕

作
に
繕
績
使
用
す
る
と
、
少
く
と
も
七
年
間
は
拠
棄
し
た
。
相

民
以
前
の
イ
ロ
ク
ワ
人
も
亦
同
様
た
方
法
を
採
用
し
て
ゐ
た
。

第
凶
十
七
巻

。

陛l

害事

就



ド
マ
シ
ヂ
ヨ
ン
・
村
落

E
削
舎
共
同
開

而
し
て
乙
の
場
合
、
漸
次
休
閑
地
に
し
て
行
く
た
め
、
開
拓
地

は
次
第
に
分
散
し
効
く
、
九
耐
と
村
溶
か
ら
速
い
距
離
に
棋
が
つ

て
行
っ
た
。
か
h

る
緋
行
株
式
は
村
落
を
し
て
移
動
せ
し
め
る
。

何
十
米
半
島
の
サ
カ
イ
族

B
H
E】

)

は
森
林
内
に
放
浪
的
生
活
を

な
し
、
森
林
開
拓
か
ら
森
林
開
拓
へ
と
居
守
移
し
て
行
く
の
で

同
一
場
川
に
-
年
の
中
三
今
月
と
暮
す
ζ

と
が
無
か
っ
た
と
一
声

京
、

3
:
く
叶
寺
?
]
耐
え
に

I
:ュ
Iz---
一
一
-
〉

i
h
J
F雪一

ひ

ド

L
-
E
4
1
1
F
l
↑

J
d
μ
f
u
-
-
4
江
市
押
r
J
U

い
て
村
落
を
移
す
習
慣
を
持
っ
て
ゐ
た
。
所
諮
ジ
ユ
ム
耕
作
法

は
、
地
力
の
消
耗
に
つ
れ
て
新
し
い
空
地
を
開
拓
し
行
く
の
で
、

持
々
と
森
林
中
を
行
か
ね
ば
な
ら
や
、
訴
と
新
し
き
揚
所
を
求

め
て
行
く
。
移
動
は
地
力
消
耗
以
外
の
羽
山
に
よ
っ
て
色
賓
現

せ
ら
れ
た
。
火
災
や
流
行
病
に
よ
り
、

又
迷
信
的
危
凶
兆
の
下

市
札
村
落
共
同
鰐
の
移
動
が
恋
さ
れ
た
。

農
業
が
少
し
で
も
組
域
的
で
無
〈
た
る
と
、
居
住
の
不
安
定

性
が
無
く
な
る
。
村
落
地
域
の
内
部
に
於
て
、
人
口
が
大
い
に

増
加
し
、
そ
の
湖
聞
に
任
意
に
慮
八
刀
し
得
る
土
地
が
狭
隆
と
な

っ
た
時
、
休
閑
矧
は
短
縮
せ
ら
れ
、
，
次
第
に
永
久
的
縫
績
的
な
耕

作
訟
が
採
川
さ
れ
る
様
に
た
る
。
と
れ
と
共
に
永
久
的
居
住
が

主
主
主
ヱ

^ 
r 

第
四
十
七
巻

O 

~j 

競

凶
四

打
ち
往
℃
ら
れ
る
、
慨
し
て
山
間
地
帯
の
住
民
は
ジ
L

ム
の
方

訟
を
賀
行
し
て
ゐ
る
揚
合
に
も
、
一
中
原
地
方
の
も
の
は
既
に
原

野
に
濯
慨
を
ほ
ど
と
し
、
そ
の
傍
に
定
住
し
て
ゐ
る
。
叉
極
東

諸
固
に
於
て
原
始
的
放
浪
村
訴
を
永
久
的
村
落
共
同
偲
に
特
形

せ
し
め
る
上
に
最
も
寄
興
せ
る
も
の
は
米
の
耕
作
で
あ
っ
た
。

米
の
耕
作
は
殺
多
の
同
定
費
を
嬰
せ
し
め
た
か
ら
、

71通

〈
jj(: 
-ド

;れ

H
U
止
式
レ
ト
M

i

h

-

-

J

〉

フ

工

士

一

'
h
u
u

ト
l
京

L
H
〉

1
1
1
4
J
一
防
当
J
』

〉

車
が
刑
イ

J
d
R
I
M
-
品

4
T
工

m
t
M
明。
f
l
H
い
れ
れ
日
円

1
2

乙
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

原
始
的
農
業
枇
舎
は
、

一
閣
の
家
屋
と
開
拓
さ
れ
た
土
地
と

か
ら
た
れ
る
枇
合
車
位
で
、
所
有
様
は
と
の
枇
舎
に
属
し
た
。

各
家
族
は
そ
の
原
野

htmハ
叫
し
得
る
も
、
そ
れ
が
所
有
は
村
落

共
同
憾
に
屈
し
た
。
而
し
で
か
L
る
村
は
防
衛
の
中
心
と
し
て

特
徴
づ
け
ら
れ
て
ゐ
た
。
各
村
落
は
か
a
A

る
防
禦
の
中
に

b
o

て
穏
族
よ
り
も
も
っ
と
現
賓
的
に
、
よ
り
強
闘
に
肝
一
盛
友
る
生

活
力
を
以
て
結
び
つ
け
ら
れ
て
ゐ
た
。
村
は
停
統
的
左
合
議
を

主
宰
す
る
品
目
長
に
よ
り
統
治
せ
ら
れ
、
彼
は
村
を
代
表
し
た
。

各
村
市
併
は
猫
立
の
一
棋
を
た
し
、

そ
れ
自
身
の
設
備
を
有
し
、

共
同
集
合
問
を
有
し
て
ゐ
た
。



.
要
す
る
に
二
つ
の
事
柄
が
原
始
的
村
落
共
同
慨
を
特
徴
づ
け

て
ゐ
た
。
第
一
は
粍
皮
の
差
乙
そ
あ
れ
、

と
も
か
〈
周
期
的
に

行
は
れ
る
移
動
で
あ
る
。
第
二
は
村
落
共
同
醐
閣
の
内
部
に
於
け

る
、
親
滑
な
る
家
族
関
刷
版
的
共
同
の
役
割
で
あ
る
。
後
者
は
土

地
享
有
の
檎
利
が
附
属
す
る
の
は
個
人
の
家
で
は
友
く
、
共
同

鴨
自
身
で
あ
る
と
一
五
ふ
こ
と
を
意
味
す
る
。
と
れ
よ
り
宍
第
に

居
住
が
永
久
的
と
な
り
、
個
人
的
家
族
の
燭
江
を
現
寅
に
す
る

様
に
校
る
と
北
九
に

組
織
化
村
落
叫
ん
同
憾
の
制
『
反
が
山
て
く
る

の
で
あ
る
リ

一
定
の
土
地
の
上
に
建
て
ら
れ
た
耕
作
者
の
集
圃
が
、
時
あ

っ
て
、
そ
の
成
員
科
自
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、

土
地
の

使
用
及
所
有
を
組
織
化
し
よ
う
と
す
る
様
に
た
り
来
る
。

正主 と

にれ

は
農
業
経
怖
の
版
刷
か
ら
出
で
来
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

栄
地
の
細
分
・
共
有
財
産
の
存
在
・
土
地
の
出
周
期
的
割
替
左
る

三
つ
の
農
耕
制
度
が
生
れ
る
。

釆
地
の
細
分
は
同
貨
の
土
地
を
耕
作
者
に
奥
へ
た
い
と
の
要

V

マ
ン
ヂ
ヨ
ン
・
村
落
ξ

田
舎
共
同
盟

求
か
ら
、
出
で
来
っ
た
も
の
で
、
村
の
相
呉
れ
る
土
地
を
各
人

に
一
部
分
づ
L
分
配
せ
ん
と
の
必
要
か
ら
起
っ
た
も
の
で
る
る
。

十
六
世
紀
以
前
の
英
図
に
於
て
は
到
る
所
に
と
の
細
分
が
存
し

ダ
シ
ヌ
マ
ル
ク
・
露
間
亜
・
仰
蘭
西
・
印
度
に
も
存
し
た
。
次

に
共
布
財
産

(
Z
B
B
E
E
Sえ
と
の
存
在
は
、
村
落
共
同
鰭

の
領
域
別
る
所
に
認
め
ら
れ
た
。
可
耕
の
土
地
は
共
同
胞
の
耕

作
者
聞
に
分
配
せ
ら
れ
、

不
分
割
の
ま
k

時
さ
れ
た
特
定
の

h

地
は
共
同
般
の
所
布
代
浅
さ
れ
、
一
品
ら
ハ
水
省
の
維
持
の
た
め
使

別
注
れ
た
。
最
後
に
周
期
的
治
土
地
の
釧
格
付
約
加
L
r
h
く
λ

口
に
そ
の
起
源
を
求
む
べ
き
で
る
っ
た
。
底
分
し
得
ぺ
き
土
地

の
分
量
は
勢
力
あ
る
家
の
増
加
す
る
に
従
っ
て
減
少
す
ぺ
き
傾

向
が
あ
っ
た
。
而
も
若
き
人
々
は
そ
の
分
け
前
を
要
求
す
る
。

か
く
て
土
地
の
分
配
を
規
則
正
し
く
せ
ん
が
た
め
、
周
則
的
た

分
割
が
行
は
れ
る
様
に
た
る
。
か
a
h

る
三
つ
の
制
度
を
有
す
る

村
落
共
同
館
の
内
に
は
優
れ
た
系
統
的
友
組
織
が
る
る
に
五
つ

組
織
化
村
落
共
同
暢
(
円
山

、

円
。
ロ
M

崎
国
ロ
白
川
H
C
H
O

た

〈
一
-
一
泊
四

3
5

ヨ
窓
口
志
向
)

と
稲
す
る
所
以
で
あ
る
。
そ
と
に
は
寺
院
・
教
曾

の
如
金
一
氷
久
的
の
設
立
物
が
あ
り
、
寺
院
又
は
教
舎
の
使
用
は
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V

マ
ン
ヂ
ヨ
ン
・
村
落
と
閏
合
共
同
控

村
落
の
連
帯
性
に
闘
す
る
最
も
よ
き
徴
候
の
一
で
あ
っ
た
。
叉

集
合
所
・
休
息
所
が
る
り
、
共
同
の
水
車
・
共
同
の
竃
が
あ
り
、

叉
共
同
憶
に
属
し
、
そ
の
た
め
忙
仕
事
す
る
職
人
が
ゐ
た
。
靴

屋

-m一
髪
師
・
鍛
冶
屋
・
陶
工
・
油
絞
が
ゐ
た
の
で
る
る
。

付
信
晴
共
同
刊
慣
は
如
上
の
突
を
持
ち
つ
k
、
L
K
A川
円
刻
、

1
l
l
w
A
i
 

i
l
 殆

《E

の
猫
立
の
山
単
位
占
し
℃
存
し
、

7
V
L

円
山
L

d

z

才
を
川
し
こ
繭
毛
し
む
れ
つ

J
2
1」
7
4
1
7
J
Z
-

AR
泊

白
》
一
:
:
:
一
d

平
一
配
布

F

羽
詰
舟
〈

叫
に
し
て
中
央
及
凶
部
敗
例
で
は
、

さ
れ
る
に
至
っ
た
。

乙
れ
は
家
内
的
消
費
の
た
め
だ
け
で
は
な

〈
、
横
大
せ
る
市
場
の
た
め
に
、
商
業
的
精
神
が
生
産
の
概
念

ム
」
共
に
、
早
く
か
ら
浸
潤
せ
る
図
々
に
於
て
は
、
村
落
共
同
健

の
不
使
が
早
く
か
ら
感
ぜ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
邸
中
り
経
済
的

排
出
展
が
一
定
限
度
以
上
に
達
す
る
と
共
同
的
使
用
や
農
耕
上
の

諸
拘
束
を
不
都
合
た
梶
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
英
国
の
加
き
に

於
て
は
、
最
早
共
同
位
が
存
し
左
い
。
耕
作
者
は
村
に
は
住
ま

ャ
、
抵
立
し
て
農
場
に
住
み
、
そ
と
に
は
何
等
の
組
織
も
友
い
。

四

近
代
的
問
合
北
九
同
開
(
戸

ρ
g
E
E
E
E芯
E
z
r
g。
(
宣
言
)
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ム
」
云
ふ
は
サ
ン
ダ
l
ソ
ン
の
命
名
に
か
L

る
も
の
で
、
分
散
せ

る
農
相
明
を
含
み
、

と
れ
等
が
尚
主
的
・
枇
命
日
的
目
的
の
た
め
に

結
ぼ
っ
て
ゐ
る
も
の
を
稀
す
る
。

こ
れ
は
米
合
衆
固
に
於
て
普

〈
見
ら
れ
る
も
の
で
、

と
れ
が
成
な
に
は
特
定
の
農
業
的
僚
件

(
例
へ
ば
良
地
の
鞭
寓
〉

B

及
枇
人
判
的
保
件
〈
安
全
)
の
外
収
、
人
聞
が

あ
る
程
目
度
の
向
山
を
亨
受
す
る
も
の
た
る
と
と
を
前
提
と
し
て

ゐ
る
。
合
柴
岡
K
於
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
楠
民
が
最
初
に
と
れ

る
形
態
は
近
代
的
出
会
共
同
慌
で
は
な
く
、
出
品
a
ろ
母
閣
の
そ
れ

に
似
辿
っ
た
村
落
共
同
健
一

B
E
E
S
E応
急
一
回
同

3
自
)

で
あ

っ
た
。
英
岡
の
同
じ
村
か
ら
来
た
移
民
迷
が
集
園
的
友
家
屋
を

建
て
た
い
と
望
ん
だ
の
は
山

U

同
然
で
左
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。
乙
の
集

閣
的
居
住
は
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ヤ
ン
に
刻
す
る
共
同
の
防
禦
と

し
て
、
叉
宗
教
的
組
織
の
た
め
に
役
立
っ
た
。

の
み
な
ら
や
譲

波
制
度
採
用
の
山
来
が
抜
か
ら
川
て
来
た
。
譲
渡
は
個
人
に
劃

し
て
で
は
友
〈
、

土
地
所
布
者
の
周
般
に
劃
し
て
注
さ
れ
、
寺

院
や
峡
校
の
た
め
の
幾
分
の
土
地
を
印
刷
保
し
つ
ミ
各
個
人
に
は

半
猟
・
府
十
・
農
で
る
っ
て
、

~Jj 
命保"

1'1せ
な
11:; 
闘
をこ
拘~'L
ち等
建最
て干m
、 ι〉

殆移
ど.民
軍は

そ
の
品
分
の
し
し
一
地
が
あ
て
が
は
れ
た
。



一
人
の
育
長
の
持
却
の
卜
に
あ
っ
た
。

際
的
な
性
質
を
持
ち
、

か
k

る
要
塞
又
は
足
揚
か
ら
、
森
林
中
に
開
拓
さ
れ
た
準
地
に

出
か
け
て
は
耕
作
に
従
事
し
た
。
各
閣
臆
は
樹
々
を
伐
採
し
家

屋
を
建
迭
し
、

玉
萄
黍
の
栽
品
川
を
す
る
た
め
に
相
互
に
扶
助
し

合
っ
た
。
併
し
こ
の
植
民
の
方
法
は
、
経
干
も
友
〈
、
次
第
に

安
全
が
個
人
的
居
住
を
可
能
に
す
る
に
つ
れ
て
、
費
形
す
る
に

至
っ
た
。
殊
に
南
北
戦
争
以
来
、
州
立
せ
る
農
閑
に
よ
る
人
口

定
伎
が
、
他
民
の
普
通
の
形
燃
と
な
り
、
無
限
に
摘
が
れ
る
卜

h

地
が
鱗
組

μ
沿
っ

τ拓
か
れ
、
完
全
取
る
ん
女
聞
の
干
に
世
か
る

L
陀
至
っ
た
。

か
く
て
全
く
分
散
的
危
問
合
衆
落
が
出
来
上
る

結
果
と
な
っ
た
。
併
し
、
そ
れ
は
古
代
枇
舎
の
衆
落
と
は
事
費

り
、
組
織
的
で
は
・
な
〈
、
級
密
た
る
枇
命
日
的
結
品
の
貼
が
怖
…
〈

な
っ
て
ゐ
る
。

ア
メ
リ
カ
忙
於
て
は
土
地
匝
劃
に
二
つ
の
種
類
が
あ
っ
た
。

郡
匝

(
8
5
5
)

と
で
あ
る
。
各
都
匝

と
町
医

(
円

C
4
=印
『
-
司
)

は
業
干
の
幾
何
撃
的
友
規
則
疋
し
き
形
の
小
地
院
に
分
れ
て
ゐ
・

た
。
そ
し
て
町
匝
は
植
民
地
を
組
織
し
、
土
地
の
租
借
割
貨
を

た
す
帽
朝
合
K
区
劃
さ
れ
た
。

と
の
地
区
の
内
部
に
於
て
、
居
住

ド
マ

y
ヂ
ヨ
シ
・
村
落
と

m合
共
阿
捜

者
述
の
立
上
山
は
練
去
っ
て
ゐ
歩
、

そ
の
住
民
は
互
に
孤
立
し
て

日
休
し
、
時
々
刷
先
を
同
じ
〈
し
、
血
縁
を
共
に
す
る
共
同
慢

も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
例
外
寸
あ
っ
て
、
仮
令
距
離
に
隣
接
関

係
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
以
外
の
何
者
で
も
な
か
っ
た
。

併
し
か
も
ミ
る
地
域
に
も
弐
第
に
求
問
憾
と
し
て
の
組
織
が
見
ら

る
噛
誌
に
至
る
。
同
じ
数
台
に
通
ふ
こ
と
忙
よ
り
、
或
時
は
同
じ

銀
行
を
使
川
ず
る
と
と
に
よ
り
、

又
同
じ
商
人
と
宮
具
す
る
習

慣
に
よ
り
て
結
び
つ
刊
ら
れ
る
に
去
っ
た
。

批
判
道
の
ス
テ

1
・v

ヨ
ン
、
叡
人
明
、
剛
一
ー
い
収
九
九
す
は
そ
の
-
坤
城
爪
町
中
心
と
紅
り
~
共
同
憾

を
組
縦
づ
け
る
も
の
と
な
る

J

殊
に
山
川
市
校
は
そ
の
枇
舎
生
活
の

中
心
一
核
臨
と
な
る
傾
向
が
あ
り
、

と
れ
を
中
心
と
し
て
近
代
的

川
九
平
日
共
同
鰐
が
形
成
さ
れ
る
。
而
も
近
代
的
則
合
共
同
憾
の
結

合
は
恭
本
的
に
は
共
同
の
利
保
を
眼
目
L
C
し、

単
な
る
安
寧
の

要
求
で
は
・
泣
く
、
共
同
一
致
じ
て
、
家
畜
流
行
病
を
防
禦
し
、

取
衆
落
と
し
て
の
利
従
を
主
張
し
、
農
業
経
済
的
保
護
を
す
る
と

と
に
あ
っ
た
。
郎
ち
付
人
が
共
同
髄
を
組
織
す
る
こ
と
が
利
徒

で
あ
り
、

と
の
利
徒
を
体
制
と
し
て
近
代
的
問
舎
共
同
摺
が
形
成

さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

第
四
十
七
巷

。
τ正

第
六
披

li!I 
七


